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本
計
画
を
確
実
に
実
行
す
る
た
め
に
は
、
開
か
れ
た
情
報
公
開

と
と
も
に
、
誰
も
が
達
成
状
況
を
確
認
で
き
る
評
価
シ
ス
テ
ム
が

必
要
で
す
。
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
（Plan 

― D
o 

― Check 

― Action

）

の
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
、
施
策
の
実
効
性
を
高
め
る
好
循
環
の
構
築

を
図
り
、
住
む
人
に
も
訪
れ
る
人
に
も
満
足
度
の
高
い
ま
ち
を
め

ざ
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
住
民
満
足
度
調
査
に
よ
り
数
値
目
標
を

具
体
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

住
む
人
に
も
訪
れ
る
人
に
も
満
足
度
No.
１
の
ま
ち
を
め
ざ

し
て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
が
経
営
視
点
で
満
足
度
を
引
き

上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
高
い
自
治
能
力
を
発
揮
し

て
い
く
た
め
に
は
、
町
民
と
職
員
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
、

自
ら
地
域
へ
赴
き
、
現
場
の
声
を
ひ
ろ
い
、
前
に
出
る
姿
勢

を
も
つ
こ
と
が
大
変
重
要
で
す
。
長
期
的
な
満
足
度
に
関
わ

る
と
判
断
さ
れ
る
事
例
に
は
、
変
化
を
恐
れ
ず
、
満
足
度
の

実
現
の
た
め
に
具
体
的
な
行
動
を
起
こ
し
ま
す
。

　

本
計
画
で
は
、
こ
れ
ま
で
計
画
の
進
捗
状
況
と
し
て
し
か
評
価

が
で
き
な
か
っ
た
達
成
度
に
つ
い
て
、
町
民
の
実
感
に
基
づ
く
指

標
の
も
と
に
数
値
目
標
化
し
、
目
に
見
え
る
評
価
基
準
を
つ
く
る

た
め
に
、
中
間
年
に
あ
た
る
平
成
32
年
に
も
町
民
満
足
度
調
査
の

実
施
、公
表
、検
証
を
行
い
、満
足
度
の
高
い
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す
。

※
町
民
満
足
度
調
査
と
は
…

基
山
町
が
行
う
事
業
な
ど
に
対
し
、
町
民
が
ど
の
程
度
満
足
と

感
じ
て
い
る
か
、
ま
た
、
重
要
と
感
じ
て
い
る
か
を
把
握
し
、

そ
の
結
果
を
行
政
評
価
な
ど
に
活
用
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改

善
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
う
も
の
で
す
。

第
５
次
基
山
町
総
合
計
画 

連
載
（
最
終
回
）

目
に
見
え
る「
評
価
」シ
ス
テ
ム

基
山
満
足
度
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

見える
評価基準 満足度指数（例） 70 90

目標値

総合
計画

Plan

プロジェクト
施策実施

Do

満足度
調査

Check

調査結果
の公表

Action

見直し
改善

PDCAの流れ

■ 

目
に
見
え
る
行
政
の
変
化
が
満
足
度
に
つ
な
が
る 

■

行
政
目
標

変
化
を
恐
れ
ず
三
歩
前
へ
！

　
基
山
の
満
足
度
を
引
き
上
げ
る
経
営
集
団
へ
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本
計
画
は
、
次
の
よ
う
な
特
徴
を
も
ち
、
町
民
・
企

業
・
行
政
が
協
働
で
活
用
で
き
る
「
ま
ち
づ
く
り
の
教

科
書
」
と
し
て
位
置
付
け
ま
す
。

① 

町
民
と
行
政
が
未
来
を
共
有
し
、
協
働
で
取
り
組
む
計
画

　

 

～
「
基
山
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
を

　
　
　
　

具
体
化
し
た
総
合
計
画
へ
～

基
山
全
体
で
取
り
組
む
気
運
を
醸
成
し
、「
基
山
町

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
を
具
体
化
さ
せ
、『
町
民

の
視
点
』『
協
働
の
取
組
』
を
反
映
さ
せ
る
計
画
と

し
ま
す
。

② 

ま
ち
の
魅
力
と
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
計
画

　

 

～
〝
基
山
町
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
〟
を

展
開
で
き
る
総
合
計
画
へ
～

対
外
的
な
視
点
か
ら
基
山
町
を
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
で
打
ち
出
し
て
い
く
か
と
い
う
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
方
向
性
を
示
し
、
目
に
見
え
る
価
値
づ
く

り
を
取
り
入
れ
た
計
画
と
し
ま
す
。

③ 

行
政
の
経
営
指
針
と
し
て
活
用
で
き
る
計
画

　

 

～
計
画
の
実
施
状
況
と
成
果
が
わ
か
る
、

評
価
が
で
き
る
総
合
計
画
へ
～

行
政
の
経
営
指
針
と
し
て
な
り
う
る
計
画
と
し
て
、ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
の
あ
ら
ゆ
る
視
点
で
指
標
化
し
、
町
民
の

満
足
度
な
ど
成
果
を
評
価
で
き
る
計
画
と
し
ま
す
。

　

総
合
計
画
は
、「
新
、
基
山
構
想
」
と
「
基
本
計
画
」
で
構
成
し
、

さ
ら
に
こ
れ
を
具
現
化
す
る
た
め
に
「
実
施
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

① 

新
、
基
山
構
想
（
基
本
構
想
）

平
成
28
年
度
～
平
成
37
年
度
（
目
標
年
次
：
平
成
37
年
度
）
新
、
基

山
構
想
は
、
町
の
将
来
像
及
び
施
策
の
大
綱
に
よ
り
構
成
す
る
計
画

と
し
、
平
成
28
年
度
か
ら
平
成
37
年
度
を
目
標
年
度
と
す
る
10
か
年

の
計
画
と
し
ま
す
。

② 

基
本
計
画

基
本
計
画
は
、「
新
、
基
山
構
想
」
に
掲
げ
る
将
来
像
を
実
現
す
る

た
め
に
、
取
り
組
む
べ
き
主
要
な
施
策
を
分
野
ご
と
に
明
ら
か
に
し

て
体
系
化
す
る
10
か
年
の
計
画
と
し
、
施
策
体
系
ご
と
に
め
ざ
す
べ

き
姿
（
こ
ん
な
基
山
に
し
よ
う
）
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
計
画
に
つ

い
て
は
、
平
成
32
年
度
を
中
間
年
度
と
し
、
進
捗
状
況
を
検
証
し
ま

す
。
そ
の
上
で
、
検
証
に
基
づ
き
必
要
な
計
画
の
再
構
築
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、「
新
、
基
山
構
想
」
の
実
現
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
基

本
計
画
の
進
捗
状
況
を
管
理
す
る
た
め
、各
施
策
に
目
標
値
（
指
標
）

を
設
定
し
ま
す
。

③ 

実
施
計
画

平
成
28
年
度
～
平
成
30
年
度
、
そ
の
後
、
平
成
37
年
度
ま
で
毎
年
見
直

し
ま
す
。
基
本
計
画
に
示
し
た
施
策
へ
の
具
体
的
な
取
組
や
実
施
期
間

を
明
ら
か
に
し
た
短
期
的
な
計
画
で
、
毎
年
度
に
お
け
る
予
算
編
成
や

事
業
実
施
の
指
針
と
し
ま
す
。
期
間
は
３
年
間
と
し
、
平
成
28
年
度
を

初
年
度
と
し
て
、
３
か
年
計
画
で
毎
年
度
見
直
す
も
の
と
し
ま
す
。

計 

画 

の 

特 

徴

計 

画 

の 

構 

成 

と 

期 

間

※
問
合
せ
先

　

総
務
企
画
課　

総
合
計
画
推
進
係
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基本構想

基本計画

実施計画

平成
年度（2016）（2017）（2018）（2019）（2020）（2021）（2022）（2023）（2024）（2025）

※毎年度ローリング

中間年度

3年ごと

3年ごと

10年間


